
教科等横断的な学習における理科授業の充実
-教科等横断カリキュラム表、教科等横断シートの活用を通して-

ぐんま教育フェスタ(R3.2.6)

教科等横断カリキュラム表について
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・生徒は教科等を多面的に学ぶことで、内容の理解を深めることができる
・生徒は各教科等で身に付いた力を活用することができる

他教科等は 理科の授業の
に入れるの？

何が いつ どこどのように

研究構想図 長期研修員 鈴木 広之
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○教科等横断カリキュラム表と教科等横断シートを活用することで、各教科等との関連を
図ることができ、生徒は他教科等で学んだ内容を活用して理解を深めることができた。

心身の健康の保持増進に関する教育

保健体育 家庭科

自ら考え、正しく判断し、
実践できる生徒の育成

校内マラソン大会や日頃の保健体育、部活動をはじめ
として、地域のスポーツ活動にも積極的に参加する生徒
は多い。その中で自らの健康の保持増進に向けて運動
に伴う健康の知識についても、理解をさせたい。

2 体のつくりとはたらき 10 中
共通性・多様性の視点、質的・実体的な視点

○体のつくりとはたらき
・消化器官 ・呼吸器官 ・循環器官 ・排出器官

○呼吸器・循環器の発育・発達
・心拍数 ・呼吸器 ・肺活量 ・拍出量 ・発達

保健体育 １ 心身の機能の発達と心の健康 ９ 上
健康や安全に関する原則や概念

○食生活の課題 ○栄養素の種類と働き ○バランスのよい食事
・五大栄養素 ・六つの食品群 ・水の働き

家庭科 ２ 食生活と栄養 ６ 中
食に関わる健康・安全、よりよい生活を営む

○（２）－キ 心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成

学校行事（特活） 全学 マラソン大会

自己の実現
学校行事（特活） 全学 朝ご飯大作戦

自己の実現

○（２）－キ 心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成

健康で安全に生活するための知識や技能を身に付けている

健康で安全に生活するための判断力及び行動するための力を身に付けている

学んだことを生かし、望ましい生活態度や習慣の形成を行う態度を身に付けている

数 学

物体の運動 関数 ｙ＝ａｘ２

・斜面を下る台車の運動(加速する物体)の実験終了後のまとめにて。
・加速する物体の運動をグラフで表現する際、数学で学んだ関数ｙ＝ａｘ２のグラフ
・理科では縦軸、横軸ともに実際の計測と結びつけて測定し、まとめ方によって
てくることを現象と結びつけて説明する。

・自然の事物・現象を
時間的・空間的な視点で捉える
・比較して考える

・数量の関係に着目して捉え、
論理的、統合的に考える

・加速する物体の運動を、起点からの距離でグラ
フにしていくと、放物線（ｙ＝ａｘ２）のグラフが見え
てくる。
・時間が経つほど速度が速くなることが分かる。
・１秒ごとに進んだ距離でまとめ直すと、比例の
グラフが見えてくる。まとめ方によって関係が異
なる。

・関数ｙ＝ａｘ２をグラフで表現すると、放物線となる。
・座標軸に点を打つことで、グラフの線が結ばれる。
・変化量は数式で表すことができる。
・マイナスの変化量も含んでいる。

速さと時間をグラフで表すことができる。また、読み取ることができる。

速さの違いを距離と時間に関係づけて考えることができる。

身に付けた技能を、積極的に活用することができる。

数 学

成 果

●教科等横断的な学習は2分野で実施しやすいなど、単元や教科によっては関連を図るこ
とが難しいものもある。今後の研究が必要である。

課 題

・教科等横断的な学習を意識することで授業が変わり、生徒の学びを深めることができる。

提 言

育てたい資質・能力
を記入

学校目標や学校課題

実施時期

関連する教科の内容や
身に付いた資質・能力、
などを書き込む

関連する教科

見方・考え方を比較
アプローチの違いが分かる

学習活動(場面、
時間配分、対象生徒)等

身に付けた資質・能力を
含めて内容を書き込む

育てたい生徒像や
指導方針を

明確にした指導

育てたい資質・能力を
他教科とも共有

育てたい資質・能力を軸に、授業を具体化する 関連する内容を記入し、授業を具体化する

教科書の活用

キーワードを提示

担当教師から説明

授 業 実 践
授業の様子

あらかじめ録画

教 材

イメージマップ イメージマップ

・学んだ内容を活用したまとめができた

視点１ 教科等横断シート１
教科等横断的な視点に立った資質・能力

視点２ 教科等横断シート２
関連する内容

測定結果を数学を
用いて整理

数学の視点からの
説明

数学との関連

探究の過程の
課題の解決の過程

・数学での学びを理科の学習として整理し、理解
を深めることができた

保健体育との関連

２年 単元：体のつくりとはたらき
３年 単元：物体の運動

理 科

理 科

理 科

理 科

各教科等の単元

関連する単元

・教科等横断カリキュラム表と教科等横断シートは、理科と他教科等との関連を図ることに
有用であり、カリキュラム・マネジメントでの活用も考えられる。


